
（第２号様式） 記載例
有機農業研修受入生産者登録票

（令和××年 ４月 １日現在）

１ 生産者基 （ふりがな） かぶしきがいしゃほっかいどうのうえん 所 在 地 〒012-3456
本情報 名称（農場名） 株式会社北海道農園 （又は住所） ○○郡△△町字１番２

（ふりがな） だいひょうとりしまりやくほっかい たろう 電 話 番 号 012－345－6789
代 表 者 代表取締役 北海太郎

ＦＡＸ番号 012－345－6789
（ふりがな） じんじぶちょう ほっかい じろう
担 当 者 人事部長 北海 次郎 Ｅ － m a i l hokkaido.farm@**.**.jp

２ 登録要件 有機JASの認証 【登録認証機関】NPO法人△△協会 【認証年月日】平成×年×月×日
情報

認定等の状況 ・指導農業士
・認定農業者
・先進農家等(農業次世代人材投資事業の知事承認又は承認による研修受入時期： 年 月頃)

【情報公開対 研修受入実績 H29年度（ ２人）、H30年度（ １人）、R１年度（ １人）
象外項目】 (過去３年間の実績等) （※過去３年間に受入実績がない場合）直近の受入年度・人数( 年度 人)

３ 営農情報 有機栽培年数 １５年 【栽培作物】
(うち有機JAS) （ １２年） 水稲、にんじん、トマト、きゅうり、か

ぼちゃ、ミニトマト
栽 培 形 態 有機JAS・有機(非JAS)

特別栽培・慣行 【特徴的な技術】
ミニトマトにおける防虫ネット等による

経 営 面 積 １５ha 物理的防除対策により害虫被害を軽減さ
(うち有機栽培) （ １０ha） せ、収量の増加を図っている。

４ 研修募集 受 入 時 期 ５月 宿 泊 施 設 ①受入者自宅・施設
情報 ②公営住宅

５月～１１月
研 修 期 間 ③民間アパート

（研修者の希望に応じる）
④その他( )

７時～１７時
研 修 時 間 ⑤無（通勤可能者のみ）

（季節により変動あり）

研 修 手 当 ・有 下限 月○万円～上限 月○万円 料金(宿泊施設の区分 ・有料 目安：③３万円程度
詳細は要相談 毎に記入し、⑤無の場

合は、記入しないこと）
・無 ・無料（① ）

年 齢 不問 交 通 手 段 ・受入者が送迎
・公共交通機関

家 族 構 成 単身 ・ 夫婦 ・ 不問 ・研修者個人で確保
その他（ ） ・その他（ ）

その他の条件 研修生は２人まで受け入れています。

５ 参考情報 経営開始可能性 有 ・ 無 就業(雇用)可能 ・自農場
当該地域での 性 ・他農場（○○地区の農場で募集あり）
新規就農の可 有の場合は、土地等の ○○地区では、農地を ・その他（ ）
能性 所在の地区名等 取得しやすい。 ・無

本地域では、新規就農者の受入のための連携体制があるので、研
その他情報

修期間中に相談することにより、ある程度の準備ができる。

６ 研修生へ （得意分野、アピールポイント、研修生へのメッセージ等を自由記載（100字程度））
のメッセ 水稲と野菜を栽培。稲わら堆肥など地元の有機物を還元したり、緑肥を取り入れ
ージ たりして、土づくりにも力を入れています。研修終了後、社員として働いている

方もいますので、情報交換しながら、楽しく研修を受けることができます。

上記に記載した事項に相違ありません。
また、上記「２ 登録要件情報」を除き、道が情報公開することを承諾します。

令和××年××月××日

住 所 ○○郡△△町字１番２
株式会社北海道農園

氏 名 代表取締役 北海 太郎
法人にあっては、名称
及び代表者氏名


